
 

 

 

 

 

 

 

１ 実施体制の充実 

  福井市保健所、保険者と連携し、希望するすべての住民が肝炎ウイルス検査を受検できる

ように、利便性に配慮した検査体制を確保し、着実な受検促進を図る。 

・保健所における無料肝炎検査実施 

  ・協力医療機関における無料肝炎検査実施 

  ・イベント等における出張型無料肝炎検査実施 

 

２ 検査の促進   

  住民に向けた肝炎ウイルス検査に関する広報を強化し、全ての県民が少なくとも１回は肝

炎ウイルス検査を受検することが必要であることを周知する。 

・保健所の肝炎医療コーディネーターによる受検勧奨 

  ・市町の肝炎医療コーディネーターによる受検勧奨の推進 

・協力医療機関、薬局等におけるポスター掲示による受検勧奨 

  ・新聞紙面等マスメディアを利用した受検勧奨 

  ・市町における肝炎ウイルス検診の個別勧奨の推進 

 

３ 令和５年度の目標 

 ○肝炎ウイルス検査（保健所・委託医療機関分）件数 １，３００件 

  

  

  

令和５年度福井県肝炎対策推進計画 

肝炎検査の実施体制の充実および検査の促進 



 

 

 

 

 

１ 医療従事者等向けの研修の充実（福井県肝疾患診療連携拠点病院）  

  肝炎医療に従事する者等の資質の向上を図り、適切な肝炎への医療提供体制を確保するた

め、肝炎に関する研修を行う。 

・かかりつけ医等の肝炎診療従事者に対し、肝炎患者への日常的な診療内容、専門医への

紹介を要する症状・所見、専門医との連携の在り方等についての肝炎診療従事者研修を

実施 

  ・医療従事者（看護師、薬剤師等）に対して、原因ウイルスの相違、患者の病態に応じた

診療における留意点等その他肝炎に関する必要な事項についての肝炎専門医療従事者

研修の実施 

   

２ 肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会の開催（福井県肝疾患診療連携拠点病院） 

  かかりつけ医と専門医との連携のあり方等の検討を行い、適切な肝炎治療が行われるよう

地域医療の連携を図る。 

・肝疾患診療連携拠点病院および専門医療機関による肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議

会の設置、開催 

 

３ 肝炎医療コーディネーターの養成 

  福井県肝炎医療コーディネーターの養成および活用に関する要綱に基づき、肝炎医療コー

ディネーターの養成および技能向上を図るとともに、相互の連携を支援する。 

 

４ 令和５年度の目標 

 ○肝炎診療従事者研修会の開催 ３回 

 ○肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会の開催 １回 

○肝炎医療コーディネーターの養成 ５０人 

 ○市町、保健所、肝疾患専門医療機関における肝炎医療コーディネーターの配置 １００％ 

  

肝炎医療を提供する体制の確保 



 

 

 

 

 

１ 肝炎治療・検査にかかる医療費助成の実施   

  Ｂ型およびＣ型肝炎はウイルスの排除・増殖抑制の治療により、その後の肝硬変、肝がん

といったより重篤な病態への進行を防ぐことまたは遅らせることが可能であることから、こ

れらの治療等に係る患者の自己負担を軽減することにより、適切な医療の確保および受療促

進を図る。また、県や市町が行う肝炎ウイルス検査で陽性となった者への初回精密検査費用

等を助成することで、さらなる受療促進と重症化の防止を図る。 

  ・Ｂ型慢性肝炎におけるインターフェロン治療に対する助成 

  ・Ｂ型慢性肝炎、肝硬変における核酸アナログ製剤治療に対する助成 

  ・Ｃ型慢性肝炎、肝硬変におけるインターフェロン治療に対する助成 

  ・Ｃ型慢性肝炎、肝硬変におけるインターフェロンフリー治療に対する助成 

  ・県・市町・職域に加え、新たに妊婦健診および手術前検査で実施する肝炎ウイルス検査

での陽性者への初回精密検査費用助成 

  ・肝炎ウイルスによる慢性肝炎、肝硬変、肝がん患者への定期検査費用助成 

  ・肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝硬変患者への入院医療費助成 

 

２ 医療費助成制度の周知   

  医療費助成制度を積極的に周知することにより、患者の受療行動に繋げる。 

・医療費助成制度に関するリーフレットの作成 

  ・新聞紙面、ホームページ等を利用した助成制度の周知 

  ・制度改正時、助成対象拡大時等の広報の実施 

 

３ 肝炎治療に関する相談体制の充実   

  患者、肝炎ウイルスキャリアおよび家族等からの相談体制を充実し、これらの者への適切

な情報提供および不安の軽減等を図る。 

・福井県肝疾患診療連携拠点病院に設置した肝疾患相談支援室の利用促進（新聞紙面およ

びホームページ等を利用した周知） 

 ・保健所の肝炎医療コーディネーターによる相談対応 

  ・市町の肝炎医療コーディネーターによる相談対応に関するフォロー 

 

４ 令和５年度の目標 

 ○肝炎ウイルス検査陽性者（市町・保健所・委託医療機関・職域・妊婦健診・手術前検査分）

の初回精密検査助成利用率の向上 

 ○肝炎に関する相談件数（保健所・肝疾患相談支援室） ２，８００件 

肝炎治療促進のための環境整備 


